
3200号

第3200号1　2022年（令和 4 年） 5 月23日 町 村 週 報 昭和29年１月30日
第三種郵便物認可（ ）

町村週報
発行所 全国町村会 〒100-0014 東京都千代田区永田町1丁目11番35号：電話03-3581-0486　FAX03-3580-5955
発行人 武居丈二：定価1部40円・年間1,500円（税、送料含む）　振替口座00110-8-47697　　　http://www.zck.or.jp

町 村 の 購 読 料 は 会 費
の中に含まれております

毎週月曜日発行

（ ）

コ
ラ
ム

大雪湧水公園の水車小屋と雪山山系（北海道東
ひがし

川
かわ

町
ちょう

）

大雪山系からの豊富な伏流水に
よって回転する水車があり、雪解け
水からなる自然の恵みを目にするこ
とが出来る。奥に佇む北海道の屋
根と言われる雪山山系には北海道
の最も高い山である旭岳が位置し
ている。緯度が高いため本州3,000
ｍ級と同じ気候を持っており、高山
植物の花々はその美しさからアイヌ
語で「カムイミンタラ」（神々の宿る
庭）と称されておりまさに楽園。

写真キャプション

見
る
こ
と
に
は
愛
が
あ
る
が
、
見
ら
れ
る
こ
と
に

は
憎
悪
が
あ
る
。
安
部
公
房
の
小
説
『
箱
男
』
に
こ

ん
な
一
節
が
あ
る
。
私
た
ち
は
他
者
と
の
関
係
の
中

で
仕
事
や
暮
ら
し
を
営
む
が
、
そ
こ
に
お
い
て
、
見

る
こ
と
と
見
ら
れ
る
こ
と
は
時
と
し
て
等
価
で
は
な

い
。
見
た
い
人
、
見
ら
れ
た
い
人
、
様
々
で
あ
る
。

な
か
で
も
、
自
分
に
自
信
が
持
て
な
い
と
き
、
見
ら

れ
る
こ
と
に
は
臆
病
に
な
り
が
ち
だ
。

地
域
振
興
を
考
え
る
と
き
、
自
分
た
ち
の
地
域
を

よ
く
見
つ
め
て
、
そ
の
特
性
を
知
る
こ
と
が
大
切
だ

と
言
わ
れ
る
。
ど
ん
な
地
域
に
も
魅
力
が
あ
る
。
そ

れ
に
気
づ
く
べ
く
、
し
っ
か
り
地
域
を
見
つ
め
よ
う

と
説
明
さ
れ
る
。
だ
が
私
た
ち
は
案
外
、
地
元
の
こ

と
を
よ
く
見
て
い
な
い
し
、
ま
た
外
部
か
ら
こ
の
地

域
が
ど
う
見
え
る
の
か
、
ま
た
ど
う
見
ら
れ
て
い
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
確
か
め
ら
れ
て
い
な
い
。

日
々
の
思
い
込
み
か
ら
少
し
距
離
を
置
い
て
、
客

観
的
に
、
だ
が
し
っ
か
り
と
地
域
を
見
つ
め
る
方
法

は
な
い
も
の
か
。そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
と
き
、

北
海
道
東
川
町
を
訪
問
す
る
機
会
を
得
た
。

東
川
町
は
１
９
８
５
年
に
写
真
の
町
宣
言
を
掲
げ

た
。
全
国
の
高
校
生
が
集
い
開
催
さ
れ
る
写
真
甲
子

園
、
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、
地
域
の
美

し
い
景
色
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
を
撮
る
こ
と
が
日

常
の
中
に
あ
る
。町
に
は
写
真
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
、

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
取
組
み
が
興
味
深
い
の
は
、
単
に
写
真
撮
影

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
町
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
を
展

示
す
る
に
留
ま
ら
な
い
こ
と
だ
。
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を

通
じ
て
日
常
の
あ
る
１
コ
マ
を
切
り
取
る
と
い
う
作

業
、
切
り
出
さ
れ
た
日
常
の
１
コ
マ
や
、
時
に
は
そ

こ
に
写
さ
れ
た
自
分
自
身
に
対
峙
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
暮
ら
し
や
自
分
自
身
を
客
観
的
に
見
る
こ
と
、

見
ら
れ
る
こ
と
へ
の
眼
差
し
を
作
り
だ
し
て
い
る
。

日
常
の
何
気
な
い
１
コ
マ
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を

ど
う
切
り
取
る
か
、
ま
た
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
焼
き

付
け
る
か
に
よ
っ
て
、
出
来
上
が
っ
た
写
真
は
全
く

違
っ
た
印
象
を
与
え
る
と
い
う
。
小
学
校
の
総
合
的

な
学
習
の
時
間
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
撮
影
し
た
日

常
の
風
景
や
身
近
な
人
物
が
、
専
門
家
に
よ
り
ド
キ

リ
と
す
る
よ
う
な
景
色
と
し
て
切
り
出
さ
れ
、
そ
の

こ
と
に
、子
ど
も
も
大
人
も
び
っ
く
り
す
る
と
い
う
。

一
連
の
経
験
を
経
て
、
人
々
は
見
る
こ
と
に
も
見

ら
れ
る
こ
と
に
も
慣
れ
て
く
る
。
ま
た
、
１
つ
の
風

景
を
見
て
い
て
も
、
そ
れ
は
見
る
人
に
よ
っ
て
、
多

様
な
見
え
方
を
す
る
こ
と
に
気
づ
く
と
き
、
個
性
の

尊
さ
や
、
多
様
性
の
受
容
と
い
う
空
気
が
生
ま
れ
る

の
だ
と
思
う
。
東
川
町
が
多
文
化
共
生
で
ユ
ニ
ー
ク

な
政
策
を
進
め
て
い
る
こ
と
は
、
写
真
の
町
の
取
組

み
と
も
あ
な
が
ち
無
関
係
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

撮
る
・
撮
ら
れ
る
と
い
う
行
為
を
通
じ
て
、
自
分

と
他
者
と
の
距
離
が
変
わ
り
、
地
域
に
対
す
る
眼
差

し
が
変
わ
る
。
地
域
振
興
を
考
え
る
と
き
に
、
一
番

大
切
で
も
あ
る
地
域
を
よ
く
見
て
地
域
を
「
知
る
」

と
い
う
行
為
を
前
に
、
写
真
と
い
う
手
法
は
大
き
な

可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

東
洋
大
学
国
際
学
部
国
際
地
域
学
科
教
授

沼ぬ
ま

尾お

　
波な

み

子こ

地
域
を
見
る
「
眼
差
し
」
を
つ
く
る

第
３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト

　

～
全
国
の
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
応
援
し
ま
す
！
～

ス
ポ
ー
ツ
庁
参
事
官　

原
口　

大
志
…
⑵

小
さ
く
て
も
輝
く
尾
瀬
の
郷
＝
群
馬
県
片
品
村
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑺

住
民
自
治
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
…
…
…
…
…
…
…
…
福
岡
県
大
木
町
長　

境　
　

公
雄
…
⑿

政�

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

随�

想
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第第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」
の

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」
の

策
定
策
定

皆
さ
ま
、「
地
方
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
貴
町
村
で
は
、

「
地
方
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
を
策
定
さ

れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
？

ま
ず
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」
と
は
、

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
（
平
成
23
年
法
律
第
78

号
）
第
９
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

文
部
科
学
大
臣
が
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
我
が
国
の
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
計
画
で

す
。
最
初
の
第
１
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計

画
」
は
平
成
24
年
３
月
に
策
定
さ
れ
、
平

成
24
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
般
、
そ
の
次
の
計
画
に
あ
た
る
第
２

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」（
以
下
「
第

２
期
計
画
」
と
い
う
。）
が
令
和
３
年
度

を
期
末
と
す
る
こ
と
を
受
け
、
１
年
強
の

ス
ポ
ー
ツ
審
議
会
で
の
審
議
を
経
た
令
和

４
年
３
月
25
日
に
、
第
３
期
「
ス
ポ
ー
ツ

基
本
計
画
」（
以
下
「
第
３
期
計
画
」
と

い
う
。）
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

今
年
度
か
ら
の
５
年
間
を
期
間
と
す
る
第

３
期
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
状

況
に
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
第
10
条
で
は
、
各
地

方
公
共
団
体
は
国
の
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計

画
」
を
参
酌
し
て
、「
地
方
ス
ポ
ー
ツ
推

進
計
画
」
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
の
状
況
を
見
わ
た

し
ま
す
と
、
第
２
期
計
画
期
間
中
の
令
和

２
年
12
月
時
点
の
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
が

「
地
方
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
の
策
定
状

況
は
、
都
道
府
県
に
あ
っ
て
は
93
・
6
％
、

指
定
都
市
に
あ
っ
て
は
１
0
0
％
と
高
い

割
合
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
市
区
町
村

に
つ
い
て
は
33
・
2
％
に
留
ま
っ
て
い
ま

す
。後

で
述
べ
て
お
り
ま
す
が
、
実
は
ど
の

市
区
町
村
で
あ
っ
て
も
「
地
方
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
」
に
記
載
で
き
る
内
容
は
無
限

で
す
。
ま
だ
地
方
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
を

策
定
さ
れ
て
い
な
い
町
村
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
以
下
を
お
読
み
い
た
だ
き
、
住
民

の
皆
さ
ま
の
た
め
に
も
策
定
を
ご
検
討
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
策
定
済

み
の
町
村
を
含
め
全
国
の
町
村
の
皆
様
が

ス
ポ
ー
ツ
行
政
を
進
め
る
に
当
た
っ
て

は
、
新
た
な
第
３
期
計
画
を
十
分
に
理
解

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

以
下
で
は
、
各
町
村
の
皆
さ
ま
が
第
３

期
計
画
を
読
む
う
え
で
参
考
と
し
て
い
た

だ
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
い
く
つ

か
述
べ
ま
す
。

第第
３３
期
計
画
①
：
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

期
計
画
①
：
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
全
国
で
の
加
速
化

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
全
国
で
の
加
速
化

「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

時
、
多
く
の
方
が
無
意
識
に
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
る
の
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
そ
の
他
の
国
際
競
技
大
会
な
ど

の
競
技
振
興
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

（
ス
ポ
ー
ツ
「
の
」
振
興
）。
し
か
し
、「
ス

ポ
ー
ツ
」
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
地
域
の
少
子
高
齢
化
、
地
域
住
民
の

健
康
増
進
、
地
域
の
過
疎
化
、
地
域
経
済

の
衰
退
が
言
わ
れ
る
中
、
ス
ポ
ー
ツ
は
、

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
活
用
で
き
る
最
適

な
ツ
ー
ル
で
す
（
ス
ポ
ー
ツ
「
に
よ
る
」

振
興
）。

そ
う
し
た
、ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
」「
み

る
」「
さ
さ
え
る
」
と
い
っ
た
形
で
そ
れ

自
体
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
今
多
く
の

地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
を

解
決
に
導
く
ツ
ー
ル
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を

積
極
的
に
活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え

方
が
、ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」

で
す
。

第
３
期
計
画
で
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
（
以
下

「
東
京
大
会
」
と
言
う
。）
後
に
そ
の
「
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ガ
シ
ー
」
と
し
て
国
が
重
点

的
に
取
り
組
む
べ
き
施
策
の
１
つ
と
し

て
、
こ
の
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
「
ま
ち
づ

く
り
」」
が
盛
り
込
ま
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
庁

の
主
導
の
下
、
関
係
府
省
庁
と
連
携
・
協

力
し
て
、
そ
れ
を
全
国
で
加
速
化
さ
せ
て

い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
第
２
部
第

３
章
⑺
①
ア
）。

第３期「スポーツ基本計画」がスタート第３期「スポーツ基本計画」がスタート
～全国のスポーツによる「まちづくり」を応援します！～～全国のスポーツによる「まちづくり」を応援します！～
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室
伏
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
表
彰
　
　
　

室
伏
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
表
彰
　
　
　

～～  

「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り

「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り

優
良
自
治
体
表
彰
制
度
」
～

優
良
自
治
体
表
彰
制
度
」
～

な
お
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
東
京
大
会

等
の
「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ガ
シ
ー
」
と
し
て
、

こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く

り
」
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
自

治
体
を
応
援
す
る
た
め
、
東
京
大
会
開
催

前
の
令
和
３
年
１
月
に
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健

康
ま
ち
づ
く
り
優
良
自
治
体
表
彰
制
度
」

を
創
設
し
ま
し
た
。

第
１
回
目
の
表
彰
と
な
る
昨
年
度
令
和

３
年
度
で
は
30
自
治
体
が
受
賞
さ
れ
（
う

ち
町
村
は
８
※
）、
コ
ロ
ナ
禍
の
谷
間
と

な
っ
た
12
月
に
都
内
で
リ
ア
ル
開
催
さ
れ

た
式
典
「
ス
ポ
ま
ち
！
長
官
表
彰
２
0
２

１
」
に
は
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄

県
ま
で
、
県
か
ら
村
ま
で
の
29
自
治
体
の

首
長
さ
ま
に
参
加
い
た
だ
き
（
町
村
は
全

て
ご
参
加
）、
室
伏
長
官
か
ら
直
接
表
彰

状
を
お
渡
し
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
模
様

に
つ
い
て
は
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
の
全
国
メ

デ
ィ
ア
は
も
ち
ろ
ん
、
何
よ
り
も
各
自
治

体
の
地
元
メ
デ
ィ
ア
で
盛
ん
に
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
も
い
く
つ
か
の
全
国
メ

デ
ィ
ア
か
ら
受
賞
自
治
体
の
取
組
へ
の
関

心
が
示
さ
れ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
と
し

て
も
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活
用
し

て
受
賞
さ
れ
た
取
組
を
広
く
全
国
へ
ア

ピ
ー
ル
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
表
彰
は
、
本
年
度
令
和
4
年
度
以
降

も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
と
と
も

に
、
さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
「
ま
ち
づ

く
り
」
を
全
国
に
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
全
国
1
、
８
0
0
弱

の
自
治
体
の
う
ち
昨
年
度
応
募
に
至
ら
な

か
っ
た
町
村
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
1
周

年
と
な
る
次
回
に
ご
応
募
い
た
だ
き
、
ス

ポ
ー
ツ
庁
と
一
緒
に
「
我
が
ま
ち
」
を
全

国
に
ア
ピ
ー
ル
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

※�

受
賞
８
町
村
：
北
海
道
東
神
楽
町
・
増

毛
町
・
壮
瞥
町
、
山
形
県
庄
内
町
、
茨

城
県
境
町
、
長
野
県
野
沢
温
泉
村
、
鳥

取
県
湯
梨
浜
町
、
広
島
県
北
広
島
町

第２部　今後取り組むべきスポーツ施策と目標
第３章　今後５年間に総合的かつ計画的に取り組む施策
（７）スポーツによる地方創生、まちづくり
①　スポーツによる地方創生、まちづくり
（スポーツによる「地方創生」の加速化）
ア�　国は、第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」�に従い、東京大会等の「スポーツ・
レガシー」としてのスポーツによる地方創生、まちづくり※の各地の更なる取組を促進す
るための推進体制を強化するとともに、全国で活用されている地方創生推進交付金、企業
版ふるさと納税、地域おこし協力隊など国の施策の活用事例の周知を図りながら、スポー
ツ庁の主導の下、関係府省庁と連携・協力して、地域により特色ある「スポーツ・健康ま
ちづくり」の創出を全国で加速化させる。

　�※第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」においては、「スポーツ・健康まちづくり」と呼称。

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

政　策

第3200号3　2022年（令和 4年） 5月23日

スポーツ施設整備

スポーツによる 地方創生・まちづくり

解決

など

スポーツ自体を楽しむことに加えて

スポーツツーリズム

健康スポーツ

学校部活動
大学スポーツ

スポーツ産業

地元プロスポーツ

（地域の少子高齢化、地域住民の健康増進、地域の過疎化、地域経済の衰退など）

地域密着型プロスポーツチームと
地域の連携活用

地元アスリート

スポーツ国際交流

障害者スポーツの体験を通じ
地域コミュニティとの共生

障害者スポーツ

地域スポーツクラブ

スポーツによる「まちづくり」（キホンのキ：スポーツ「による」まちづくりとは？）

日本の文化資源を活かした
スポーツツーリズムの推進

域内住民向け
（インナー施策）

地域外交流人口向け
（アウター施策）

健康スポーツ教室による
地域住民の健康増進

【地域への経済的効果】【地域への社会的効果】

1

スポーツのチカラ

様々な地域課題

楽しさ、感動、共感など

▼「第３期スポーツ基本計画」P.52から抜粋
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●�

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
優
良
自
治

体
表
彰
制
度

�https://w
w
w

・m
ext

・go

・jp/
sports/b_m

enu/sports/
m
catetop09/list/
detail/1384512_00002

・htm

第第
３３
期
計
画
②
：
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

期
計
画
②
：
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
加
速
化
さ
せ
て
い

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
加
速
化
さ
せ
て
い

く
上
で
の
「
発
想
の
転
換
」

く
上
で
の
「
発
想
の
転
換
」

第
３
期
計
画
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
全
国
で
加
速
化
さ
せ

て
い
く
に
当
た
っ
て
、
次
の
よ
う
な
「
発

想
の
転
換
」
を
求
め
て
い
ま
す
（
第
２
部

第
３
章
⑺
①
イ
）。

ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
は
国
の
計
画
で
す

の
で
、
第
３
期
計
画
は
形
式
的
に
は
国
に

対
し
て
「
発
想
の
転
換
」
を
求
め
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
「
発
想
の
転

換
」
は
、
各
自
治
体
が
地
方
の
ス
ポ
ー
ツ

行
政
を
進
め
て
い
く
う
え
に
お
い
て
も
取

り
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
視
点
だ
と
思
い

ま
す
。

こ
こ
で
は
、
特
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
点
目
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
部
局
、
観
光

部
局
、
健
康
福
祉
部
局
な
ど
の
縦
割
り
の

枠
の
中
で
事
務
的
に
取
り
組
む
と
、
間
に

落
ち
て
し
ま
う
も
の
が
多
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
我
々
が
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
の
は
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
、観
光
、

健
康
、
福
祉
の
取
組
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。「
ま
ち
づ
く
り
」

で
す
か
ら
、
首
長
や
企
画
部
局
の
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
、
こ
れ
ら
の

部
局
に
ヨ
コ
串
を
入
れ
、
さ
ら
に
は
、
地

域
住
民
や
民
間
企
業
な
ど
多
様
な
主
体
と

積
極
的
に
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。（
第
２
部
第
３
章
⑺
①
イ
１
ポ

ツ
目
）

２
点
目
で
す
。「
ま
ち
づ
く
り
」
で
す

か
ら
、
手
法
と
し
て
は
、
目
立
ち
や
す
い

「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
よ
う
な
外

か
ら
人
を
呼
び
込
み
稼
ぐ
「
ア
ウ
タ
ー
施

策
」
だ
け
で
な
く
、例
え
ば
、健
康
ス
ポ
ー

ツ
教
室
や
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

な
ど
の
よ
う
な
地
域
住
民
向
け
の
「
イ
ン

ナ
ー
施
策
」
も
含
め
て
、
総
合
的
に
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
第
２
部
第
３
章

⑺
①
イ
３
ポ
ツ
目
）

３
点
目
で
す
。
地
元
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
、

健
康
ス
ポ
ー
ツ
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
、
学
校
部
活
動
、
大
学
ス

ポ
ー
ツ
、
地
元
ア
ス
リ
ー
ト
、
競
技
大
会
、

国
体
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
施
設
、
民
間
ス
ポ
ー
ツ
産
業
、
国

際
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
国
際
交
流
な
ど
、「
全

て
」
の
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を
ツ
ー
ル

と
し
て
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。ま
だ
未
活
用
の
資
源
は
も
ち
ろ
ん
、

今
活
用
し
て
い
る
資
源
も
も
っ
と
活
用
す

る
余
地
は
な
い
か
、
改
め
て
見
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
聞
く
と
、
皆

様
が
無
意
識
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
は
「
学

校
体
育
」
あ
る
い
は
「
競
技
」
と
し
て
の

ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か

し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
の
文
脈

に
お
い
て
は
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
や
体
を
動

か
す
日
常
的
な
身
体
活
動
全
般
を
広
く

「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
例
え
ば
、
散
歩
や
草
刈
り
、
防
災
訓

練
、
ゴ
ミ
拾
い
、
雪
下
ろ
し
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
身
体
活
動
を
ス
ポ
ー
ツ
と
捉
え
れ

ば
、
地
域
振
興
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
の
活

用
の
幅
は
グ
ッ
と
広
が
り
ま
す
。
柔
軟
な

発
想
が
必
要
で
す
。（
第
２
部
第
３
章
⑺

①
イ
４
ポ
ツ
目
）

最
後
の
４
点
目
で
す
。
地
域
住
民
の
た

め
の
地
方
行
政
で
す
か
ら
従
来
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
行
政
に
お
い
て
も
当
然
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
地
域
振
興
は
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
と
も
す
る
と
、
そ

の
地
域
振
興
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
つ
い
で
、

競
技
振
興
の
付
随
的
な
も
の
と
し
て
取
り

組
ま
れ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？
ス

ポ
ー
ツ
を
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
積
極
的
に

活
用
す
る
に
は
、む
し
ろ
、「
ま
ち
づ
く
り
」

に
ど
う
「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
活
か
そ
う
か
？

と
い
う
逆
転
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
る
こ
と

が
重
要
で
す
。（
第
２
部
第
３
章
⑺
①
イ

町 村 週 報（第三種郵便物認可）

政　策

第3200号 2022年（令和 4年） 5月23日　4

▼

29首長が勢ぞろい

▼

満員盛況の中で開催

p02-06 3200 政策_スポーツ基本計画.indd   4p02-06 3200 政策_スポーツ基本計画.indd   4 2022/05/23   16:55:582022/05/23   16:55:58



５
ポ
ツ
目
）

第第
３３
期
計
画
③
：
計
画
の
全
体
像
と
、

期
計
画
③
：
計
画
の
全
体
像
と
、

地
方
の
視
点
で
の
計
画
の
読
み
方

地
方
の
視
点
で
の
計
画
の
読
み
方

せ
っ
か
く
で
す
の
で
、
第
３
期
計
画
の

全
体
像
に
つ
い
て
も
、
簡
単
に
触
れ
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
３
期
計
画
は
、
２
部
構
成
と
な
っ
て

い
ま
す
。
第
１
部
で
は
我
が
国
に
お
け
る

今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
の
基
本
的
な
方
向

性
、
第
２
部
で
は
そ
の
方
向
性
に
基
づ
く

具
体
的
施
策
が
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
第
１
部
は
、
大
切
な

内
容
で
す
が
、
特
に
理
論

的
、
抽
象
的
な
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
次
の
第
２
部
の
説
明
に

進
ん
で
い
た
だ
い
て
も
構

い
ま
せ
ん
。
ご
関
心
の
あ

る
方
は
、
こ
の
概
略
を
頭

に
置
い
て
第
３
期
計
画
の

本
文
を
お
読
み
下
さ
い
。

ま
ず
第
１
部
第
１
章
で
は
、

最
初
に
前
期
第
２
期
計
画

の
総
括
的
評
価
が
整
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え

で
、
我
が
国
に
お
け
る
今

後
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
の
基

本
的
な
方
向
性
を
整
理
す

る
前
提
と
し
て
、「
な
ぜ

国
と
し
て
『
ス
ポ
ー
ツ
の

発
展
』
を
目
指
す
必
要
が

あ
る
か
」
と
い
う
基
本
的

な
問
い
に
立
ち
返
り
、「
ス

ポ
ー
ツ
の
価
値
」
と
は
何

か
、「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
ど

の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉

え
る
か
が
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
は
、
①
「
す
る
」

「
み
る
」「
さ
さ
え
る
」
と
い
う
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
の
「
自
発
的
な
」
参
画
を
通
し
て
、

「
楽
し
さ
」
や
「
喜
び
」
を
感
じ
る
こ
と

に
本
質
を
持
ち
、
人
々
の
生
活
や
心
を
よ

り
豊
か
に
す
る
「W

ell-being

」
の
考

え
方
に
も
つ
な
が
る
「
ス
ポ
ー
ツ
そ
の
も

の
が
有
す
る
価
値
」
を
持
つ
も
の
で
あ
る

こ
と
を
基
本
と
し
、
②
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
「
地
域
社
会
の
再
生
」、「
健
康
で
活
力

に
満
ち
た
長
寿
社
会
の
実
現
」、「
国
民
経

済
の
発
展
」、「
国
際
相
互
理
解
の
促
進
」

等
の
他
の
分
野
に
も
貢
献
し
、
優
れ
た
効

果
を
波
及
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課

題
を
解
決
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
「
ス
ポ
ー
ツ
が
社
会
活
性
化
等
に
寄

与
す
る
価
値
」
の
観
点
も
持
つ
も
の
と
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
「
ス
ポ
ー
ツ

の
価
値
」
の
重
要
性
が
、
特
に
第
２
期
計

画
中
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
と
東
京
大
会
と
い
う
２
つ
の
大
き

な
出
来
事
に
よ
り
再
確
認
さ
れ
た
と
し
て

い
ま
す
。

次
に
第
２
章
で
は
、
こ
の
よ
う
に
整
理

さ
れ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
」
が
発
揮
さ

れ
る
た
め
に
、
第
２
部
で
述
べ
る
第
３
期

計
画
に
お
い
て
打
ち
出
す
べ
き
施
策
の
基

本
的
な
方
向
性
に
つ
い
て
整
理
さ
れ
て
い

ま
す
。
第
３
期
計
画
で
は
、
第
２
部
で
の

具
体
的
施
策
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す

上
で
の
基
本
的
視
点
と
し
て
、
①
ス
ポ
ー

ツ
を
「
つ
く
る
／
は
ぐ
く
む
」
と
い
う
視

点
、
②
ス
ポ
ー
ツ
に
「
あ
つ
ま
り
、
と
も

に
、つ
な
が
る
」
と
い
う
視
点
、③
ス
ポ
ー

ツ
に
「
誰
も
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
」
と
い

う
視
点
の
３
つ
が
新
た
に
挙
げ
ら
れ
て
い

第２部　今後取り組むべきスポーツ施策と目標
第３章　今後５年間に総合的かつ計画的に取り組む施策
（７）� スポーツによる地方創生、まちづくり
　①スポーツによる地方創生、まちづくり
　（スポーツによる「地方創生」の加速化）
イ�　国は、日々の具体業務の中で全国各地におけるスポーツによる地方創生、まちづくり�を
促進していくに当たって、以下のように「発想を転換」して進めていく。

・�スポーツによる地方創生とは「まちづくり」であり、例えば、地方公共団体の推進�体制に
ついても、スポーツ部局はもちろん、首長・企画部局の関与とリーダーシップ�の下、まちづ
くり部局、医療・介護・福祉部局、経済振興部局など、幅広い部局が連携して取組を進める
必要があり、また、地域住民や企業等の多様な主体とも連携・協力して、「地域をあげて取り
組む」ことが不可欠であること。
�・�スポーツの地方創生、まちづくりへの活用は、例えば、地域住民の健康づくり、社会連帯
づくり等にもつながるものであり、「人への投資」でもあること。
�・�スポーツによる「地方創生」においては、従来のスポーツツーリズム等のアウター施策に
加え、インナー施策も含めて、総合的に進めることが重要であること。
�・�スポーツによる「地方創生」を促す触媒には、地元プロスポーツ、地域スポーツ、障がい
者スポーツ、地元アスリート、スポーツ国際交流、スポーツ産業、部活動、地元大学スポーツ、
地元スポーツボランティア、地元スポーツ施設等の様々な地域のスポーツ資源の全てがなり
うること。また、地域振興における「スポーツ」とは、「競技スポーツ」だけでなく、散歩や
ゴミ拾い活動、地域の祭りなど、広く身体活動と捉えていくことが可能であること。
�・�スポーツによる「地方創生」に当たっては、従来のスポーツから地域振興へのアプローチ
を一歩進めて、むしろ、地域振興からスポーツへアプローチする逆転の発想に立ち、スポー
ツを地方創生に積極的に活用していくことが重要であること。
�・�スポーツによる「まちづくり」の形として、スポーツを軸としたライフスタイルへの革新
も促進すべきこと。

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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ま
す
。）

第
２
部
で
は
、
第
１
部
で
整
理
さ
れ
た

基
本
的
な
方
向
性
に
基
づ
い
て
、
具
体
的

施
策
が
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
第
３

章
で
は
、
今
後
５
年
間
に
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
取
り
組
む
具
体
的
な
施
策
と
し

て
、
学
校
部
活
動
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
、
競

技
力
強
化
に
加
え
、
D
X
推
進
、
ス
ポ
ー

ツ
国
際
交
流
、
健
康
増
進
、
成
長
産
業
化

な
ど
網
羅
的
に
、
⑴
か
ら
⑿
ま
で
の
施
策

群
に
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、

⑺
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
、
ま
ち

づ
く
り
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
す
で
に
述
べ
ま
し
た
「
発

想
の
転
換
」
に
つ
い
て
で
す
。

（
な
お
、
第
２
部
第
１
章
で
は
、
東
京

大
会
の
有
形
・
無
形
の
「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ガ
シ
ー
」
の
継
承
・
発
展
に
向
け
て
、
特

に
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
６
つ
の
施
策

群
に
整
理
。
ま
た
、
第
２
章
で
は
、
第
１

部
第
２
章
で
示
し
た
ス
ポ
ー
ツ
を
「
つ
く

る
／
は
ぐ
く
む
」
と
い
っ
た
新
た
な
３
つ

の
視
点
に
よ
る
我
が
国
に
お
け
る
今
後
の

ス
ポ
ー
ツ
施
策
の
基
本
的
な
方
向
性
に
基

づ
き
３
つ
の
施
策
群
に
整
理
。
い
ず
れ
の

章
で
も
、
具
体
的
な
施
策
の
１
つ
と
し
て

第
３
章
⑺「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
、

ま
ち
づ
く
り
」
を
引
用
し
位
置
付
け
。）

最
後
に
、
第
３
期
計
画
を
地
方
の
視
点

で
読
み
込
む
際
に
、
最
も
誤
解
さ
れ
や
す

く
、
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
を
１

点
申
し
上
げ
ま
す
。
一
見
す
る
と
、⑺「
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
、ま
ち
づ
く
り
」

は
、
こ
れ
ら
⑴
か
ら
⑿
の
施
策
群
の
中
で

独
立
完
結
し
た
１
つ
の
閉
じ
た
施
策
と
誤

解
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

⑺
で
は
、
⑴
か
ら
⑿
ま
で
の
12
の
施
策
群

を
地
方
が
参
酌
す
る
に
当
た
っ
て
の
考
え

方
を
整
理
し
て
い
る
だ
け
で
す
。つ
ま
り
、

⑺
は
参
酌
す
る
際
の
「
入
口
」
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る「
ま
ち
づ
く
り
」

に
は
、
⑴
か
ら
⑿
ま
で
の
全
て
の
分
野
・

施
策
が
活
用
し
得
る
わ
け
で
す
（
も
ち
ろ

ん
、
実
際
に
何
が
活
用
で
き
る
か
は
、
地
域

ご
と
の
特
性
や
事
情
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま

す
。）。

「
ま
ち
づ

く
り
」
と
し

て
捉
え
た
途

端
、
ど
の
市

区
町
村
で

あ
っ
て
も「
地

方
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
」

に
記
載
で
き

る
こ
と
は
無

限
に
広
が
り

ま
す
。
こ
れ

か
ら
「
地
方

ス
ポ
ー
ツ
推

進
計
画
」
を

改
定
又
は
新

た
な
策
定
に

取
り
組
ま
れ

る
町
村
も
多

く
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。
そ

れ
ら
の
皆
さ

ま
を
含
め
各
町
村
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

以
上
に
述
べ
ま
し
た
こ
と
を
頭
に
置
き
な

が
ら
第
３
期
計
画
を
１
度
じ
っ
く
り
と
お

読
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
ご
案
内
】：
ス
ポ
ー
ツ
庁
と
の
人
事
交
流

ス
ポ
ー
ツ
庁
に
は
、
他
省
庁
、
独
立

行
政
法
人
、
民
間
か
ら
の
ほ
か
、
全
国

の
自
治
体
か
ら
出
向
者
が
お
り
ま
す
。

１
0
0
人
超
の
小
所
帯
の
う
ち
１
割
以

上
が
自
治
体
か
ら
の
出
向
者
で
す
。

人
事
交
流
の
仕
組
み
と
し
て
は
、
割

愛
交
流
、
研
修
派
遣
の
ど
ち
ら
も
対
応

可
能
で
す
。
検
討
の
前
段
階
で
も
構
い

ま
せ
ん
。
ご
関
心
を
お
持
ち
に
な
り
ま

し
た
ら
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
相
談
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の

ご
連
絡
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

人
事
交
流
の
連
絡
先

ス
ポ
ー
ツ
庁
政
策
課　

川
田
（
人
事
担
当
）

電
話
：
0
３

－

６
７
３
４

－

２
６
６
８

メ
ー
ル
：k-kaw

ada@
m
ext.go.jp

●
第
３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」
本
文

�https://w
w
w
.m
ext.go.jp/sports/

content/000021299_20220316_3.pdf
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政　策

第3200号 2022年（令和 4年） 5月23日　6

第３期スポーツ基本計画（地方の視点から：国の計画の参考の仕方）

第第３３章章今今後後５５年年間間にに総総合合的的かかつつ計計画画的的にに
取取りり組組むむ施施策策

（１）多様な主体におけるスポーツの機会創
出(P.28)
（２）スポーツ界におけるＤＸの推進(P.36)
（３）国際競技力の向上(P.38)
（４）スポーツの国際交流・協力 (P.43)
（５）スポーツによる健康増進(P.47)
（６）スポーツの成長産業化(P.50)
（７）スポーツツーリズムの更なる推進(P.53)
（８）スポーツを通じた共生社会の実現
(P.55)
（９）担い手となるスポーツ団体のガバナン
ス改革・経営力強化(P.57)
（１０）スポーツの推進に不可欠な「ハード」
「ソフト」「人材」(P.58)
（１１）スポーツを実施する者の安全・安心
の確保(P.66)
（１２）スポーツ・インテグリティの確保(P.68)

地方にとっては、全てが「地域振興のため」

2

第第３３章章今今後後５５年年間間にに総総合合的的かかつつ計計画画的的にに
取取りり組組むむ施施策策
（７）スポーツによる「地方創生」の加速化
(P.51)

総論（地方でのスポーツの活用の考え方）

各論（スポーツ資源：地方での活用に参酌）

（７）だけが、地域振興、
地方の話ではない。
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現地レポート 町村独自のまちづくり

 

１ 

片
品
村
の
概
要

片
品
村
は
、
群
馬
県
の
北
東
に
位
置
し
、

村
の
総
面
積
（
３
９
１･

76
㎢
）
の
92
％
を

森
林
が
占
め
て
い
る
自
然
豊
か
な
村
で
す
。　

東
京
か
ら
関
越
自
動
車
道
沼
田
Ｉ
Ｃ
を
利

用
し
て
、車
で
約
２
時
間
半
。
村
は
観
光
業
・

農
業
を
主
要
産
業
と
し
て
お
り
、
高
地
を
活

か
し
た
高
原
野
菜
栽
培
が
盛
ん
で
す
。
尾
瀬

の
自
然
豊
か
な
大
地
と
平
成
の
名
水
百
選
に

選
ば
れ
た
水
を
使
っ
て
栽
培
さ
れ
た
「
尾
瀬

ト
マ
ト
」
は
絶
品
で
す
。

春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
本
州
最
大
級
の

高
層
湿
原｢

尾
瀬
ヶ
原｣

の
絶
景
を
見
よ
う
と

全
国
各
地
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

し
か
し
冬
は
景
色
が
一
変
し
、
一
面
の
雪

景
色
に
な
り
ま
す
。片
品
村
は
関
東
で
唯
一
、

特
別
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
て
い
る
自
治
体

で
、
非
常
に
多
く
の
降
雪
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
時
期
は
村
内
に
５
カ
所
あ
る
ス
キ
ー
場
で

極
上
の
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
を
堪
能
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

２ 

尾
瀬
国
立
公
園
　
　
　
　
　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
地
で
も
あ
る

尾
瀬
は
、
日
光
国
立
公
園
の
一
部
と
し
て
指

定
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
植
生
が
栃
木
県

の
日
光
と
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、「
尾
瀬
国

立
公
園
」
へ
の
実
現
に
向
け
て
活
動
が
始
ま

り
、
平
成
19
年
に
日
光
国
立
公
園
と
分
割
さ

れ
、
会
津
駒
ケ
岳
及
び
田
代
山
・
帝
釈
山
な

ど
周
辺
地
域
を
新
た
に
加
え
て
全
国
で
29
番

目
の
国
立
公
園
と
し
て
「
尾
瀬
国
立
公
園
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。
群
馬
県
・
福
島
県
・
新

潟
県
・
栃
木
県
に
ま
た
が
り
、
区
域
面
積
は

３
７
２
㎢
と
な
り
、
１
つ
の
国
立
公
園
と
し

分
離
・
独
立
し
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
し

た
。尾

瀬
国
立
公
園
は
西
に
本
州
最
大
の
山
地

湿
原
で
あ
る
尾
瀬
ヶ
原
、
東
に
火
山
堰
止
湖

で
あ
る
尾
瀬
沼
、
さ
ら
に
そ
れ
を
取
り
囲
む

▲

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
星
空
の
下
、大
自
然
の
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
め
ま
す
。（
ほ
た
か
牧
場
キ
ャ
ン
プ
場
）

現地レポート 町村独自のまちづくり

群馬県

片品村

7　2022年（令和 4年） 5月23日

小
さ
く
て
も
輝
く
尾
瀬
の
郷

小
さ
く
て
も
輝
く
尾
瀬
の
郷

片か
た

品し
な

村む
ら

群
馬
県
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２
、
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
か
ら
な
る
山
岳
地

域
で
あ
り
ま
す
。
自
然
の
偉
大
な
恵
み
が
生

ん
だ
自
然
の
宝
庫
で
あ
る
尾
瀬
。
四
季
を
通

じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
花
が
咲
き
、
代
表
的
な
花

は
な
ん
と
言
っ
て
も
「
夏
が
来
れ
ば
思
い
出

す
」
の
歌
詞
で
始
ま
る
「
夏
の
思
い
出
」
に

出
て
く
る
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
で
す
。
夏
に
は

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
が
湿
原
を
黄
色
く
染
め
ま

す
。
秋
に
は
湿
原
一
面
が
黄
金
色
に
な
り
草

紅
葉
も
大
変
き
れ
い
で
、
そ
の
す
ば
ら
し
い

風
景
に
は
誰
も
が
魅
了
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
数

年
は
、
ワ
タ
ス
ゲ
の
大
群
生
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
白
い
穂
が
ふ
わ
ふ
わ
と
風
に
ゆ

れ
、
と
て
も
心
が
癒
や
さ
れ
ま
す
。

ま
た
尾
瀬
は
日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
で

す
。
初
冬
の
11
月
か
ら
５
月
の
中
旬
ご
ろ
ま

で
尾
瀬
ヶ
原
や
尾
瀬
沼
は
深
い
雪
に
お
お
わ

れ
、
半
年
以
上
が
積
雪
期
と
な
り
ま
す
。
幾

度
か
尾
瀬
ヶ
原
を
歩
く
と
真
っ
白
な
雪
に
お

お
わ
れ
た
季
節
に
も
訪
れ
た
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
４
月
下
旬
か
ら
５
月
中
旬
に
か
け

て
の
残
雪
期
が
そ
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
大
型

連
休
の
Ｇ
Ｗ
の
時
期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

残
雪
の
景
色
を
求
め
て
多
く
の
登
山
者
が
尾

瀬
ヶ
原
に
訪
れ
、
白
銀
に
輝
く
至
仏
山
に
は

ス
キ
ー
ヤ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
が
や
っ
て

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
山
で
の
遭
難
防
止
と

し
て
片
品
村
遭
難
対
策
救
助
隊
に
よ
る
登
山

ル
ー
ト
へ
の
目
印
の
設
置
作
業
が
行
わ
れ
、

尾
瀬
ヶ
原
の
一
部
の
山
小
屋
も
Ｇ
Ｗ
か
ら
営

業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

片
品
村
は
自
然
の
宝
庫
「
尾
瀬
」
へ
の
玄

関
口
で
す
。
こ
れ
か
ら
令
和
４
年
尾
瀬
の
ハ

イ
カ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。
圧
倒
的

な
ス
ケ
ー
ル
と
開
放
感
を
楽
し
み
に
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

３
　
尾
瀬
の
郷
　
片
品
湧
水
群

村
に
あ
る
尾
瀬
の
郷
片
品
湧
水
群
は
優
れ

た
水
質
に
加
え
、
清
掃
、
植
林
、
山
林
保
全
、

環
境
活
動
等
、
村
民
に
よ
る
長
年
の
取
組
が

評
価
さ
れ
、
平
成
20
年
に
「
平
成
の
名
水
百

選
」
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
村
を
囲
む

至
仏
山
、
武
尊
山
、
白
根
山
な
ど
の
山
々
に

降
っ
た
雪
や
雨
が
地
下
に
浸
透
し
、
自
然
の

中
で
ろ
過
さ
れ
た
お
い
し
い
水
で
す
。

名
水
に
よ
っ
て
は
湧
水
源
が
深
い
山
林
の

中
に
あ
り
、
自
然
環
境
を
守
る
と
い
う
方
針

か
ら
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
村
内
の
10
カ
所
に
取
水
設
備
を
整
え
、
お

い
し
い
水
を
求
め
る
人
が
利
用
し
や
す
く
整

備
を
進
め
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
１
番
近
い
水

源
か
ら
直
接
水
を
引
い
て
お
り
、
一
部
、
地

形
的
に
ど
う
し
て
も
難
し
い
場
合
は
、
水
道

と
同
じ
貯
水
池
か
ら
給
水
し
て
い
ま
す
（
片

品
村
で
は
水
道
水
に
湧
水
を
利
用
し
て
い
ま

す
）。10

カ
所
の
湧
水
は
そ
れ
ぞ
れ
、
①
観
音
様

の
水
②
伊
閑
町
の
清
水
③
武
尊
恵
水
④
花
咲

の
出
水
⑤
武
尊
湧
水
⑥
花
の
谷
湧
水
⑦
丸
沼

高
原
涼
水
⑧
尾
瀬
岩
鞍
湧
水
⑨
戸
倉
湧
水
⑩

大
清
水
湧
水
と
な
っ
て
い
ま
す(

詳
し
く
は

片
品
村
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す)

。

「
お
い
し
い
」
と
言
わ
れ
る
水
は
感
覚
的

な
評
価
の
ほ
か
に
水
質
検
査
に
よ
る
裏
付
け

が
あ
り
ま
す
。
水
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム

や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
量
を
相
当
す
る
炭

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
に
換
算
し
て
数
値
で
表
し
た

も
の
を
「
硬
度
」
と
言
い
ま
す
。
例
え
ば
硬

度
が
「
０
～
60
㎎
／
Ｌ
」
で
軟
水
、「
60
～

１
２
０
㎎
／
Ｌ
」
で
中
程
度
の
軟
水
、「
１

２
０
～
１
８
０
㎎
／
Ｌ
」
で
硬
水
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
一
般
に
硬
度
「
10
～
１
０

０
㎎
／
Ｌ
」
の
範
囲
内
の
水
が
お
い
し
い
水

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
片
品
村
の
湧
水
は

「
18
～
55
㎎
／
Ｌ
」
で
軟
水
で
す
。

ま
た
溶
液
中
の
水
素
イ
オ
ン
の
濃
度
を

「
Ｐ
Ｈ
」
と
言
い
ま
す
。
Ｐ
Ｈ
７
が
基
準
で

中
性
、
そ
れ
以
下
が
酸
性
、
以
上
が
ア
ル
カ

リ
性
と
な
っ
て
い
ま
す
。
飲
み
水
と
し
て
の

条
件
と
し
て
は
「
Ｐ
Ｈ
６･

５
～
８･

５
」

の
範
囲
内
が
適
正
と
さ
れ
ま
す
。
片
品
村
の

湧
水
の
Ｐ
Ｈ
は
「
７･

３
～
８･

２
」。
お
い

し
さ
に
は
根
拠
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
味

わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
こ
の

価
値
あ
る
大
切
な
水
を
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

▲登山ルートへの目印設置

▲村民の湧水清掃（観音様の水）

▲道の駅前の湧水（花の谷湧水）

2022年（令和 4年） 5月23日　8

p07-10 3200 フォーラム_群馬県片品村.indd   8p07-10 3200 フォーラム_群馬県片品村.indd   8 2022/05/23   15:28:572022/05/23   15:28:57



町 村 週 報 （第三種郵便物認可） 第3200号

フォーラム

４ 

尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
制
度

村
で
は
、尾
瀬
の
郷
・
片
品
村
ら
し
い
『
う

ん
め
ぇ
も
ん
、い
い
も
ん
』（
お
い
し
い
も
の
、

良
い
も
の
）
の
商
品
の
付
加
価
値
を
高
め
、

村
内
外
へ
情
報
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
「
尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
」
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。こ

の
尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
は
、『
尾
瀬
国
立
公

園
』
が
誕
生
し
た
際
の
記
念
事
業
と
し
て
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

１
回
目
の
認
定
は
平
成
20
年
に
行
わ
れ
、

認
定
期
間
を
１
期
３
年
と
し
、
現
在
は
『
第

４
次
』
と
な
る
尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
品
が
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
令
和
４
年
３
月
末
で
現

行
の
第
４
次
尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
品
の
認
定
期
間

が
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
現
在
新
た
に
認

定
が
行
わ
れ
、
令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
第

５
次
尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
の
情
報
発
信
の
１
つ
と
し

て
、
村
主
催
や
他
自
治
体
様
が
開
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
際
に
、
試

食
や
販
売
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
目
で
見
て
、
触
れ
て
（
食
べ
て
）

い
た
だ
き
、
片
品
村
に
こ
ん
な
商
品
が
あ
る

の
だ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
な
ぜ

こ
の
商
品
が
片
品
村
ら
し
い
の
か
、
と
言
っ

た
よ
う
な
説
明
を
観
光
情
報
も
混
ぜ
て
説
明

し
、
お
客
様
と
交
流
し
な
が
ら
、
村
と
尾
瀬

ブ
ラ
ン
ド
、
あ
る
い
は
観
光
と
尾
瀬
ブ
ラ
ン

ド
が
結
び
つ
く
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
ま

す
。例

え
ば
認
定
品
の
な
か
に
は
『
え
ご
ま
』

の
商
品
が
あ
り
、
な
ぜ
『
え
ご
ま
』
が
片
品

ら
し
い
の
か
と
言
う
と
、村
で
は
昔
か
ら『
胡

麻
』
と
『
里
芋
』
は
作
っ
て
は
い
け
な
い
、

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
『
日や
ま
と本

武た
け
る

尊
の
み
こ
と

が
芋
殻
で
足
を
滑
ら
せ
、
胡
麻
の
殻

で
目
を
突
き
傷
め
た
』
と
い
う
言
い
伝
え
が

あ
る
た
め
で
す
。
そ
の
た
め
村
内
で
は
胡
麻

と
里
芋
を
今
で
も
作
ら
ず
、
胡
麻
の
か
わ
り

に
『
え
ご
ま
』
が
昔
か
ら
育
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
武
尊
山
に
建
て
ら
れ
た
日
本
武

尊
の
像
は
、
こ
の
言
い
伝
え
の
と
お
り
片
目

が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
る
と
お

客
様
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
し
、
武
尊
山

は
日
本
百
名
山
で
も
あ
る
の
で
、
登
山
が
好

き
な
方
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

や
は
り
村
の
認
定
商
品
と
は
い
え
、
他
自

治
体
様
に
お
い
て
も
同
様
の
取
組
が
行
わ
れ

て
お
り
、
そ
れ
単
体
で
は
付
加
価
値
と
し
て

は
弱
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
前
記
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
の
よ
う
な
違
う
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
や
フ
ォ
ロ
ー
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

５ 

観
光
交
流
連
携
拠
点

　 

道
の
駅
尾
瀬
か
た
し
な

片
品
村
の
産
業
は
概
要
の
と
お
り
、
高
原

野
菜
の
栽
培
を
中
心
と
し
た
農
業
と
、
尾
瀬

や
日
光
白
根
山
な
ど
の
登
山
、
ス
キ
ー
や
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
の
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

を
中
心
と
し
た
観
光
が
主
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、観
光
客
数
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、

雇
用
機
会
の
減
少
、
若
者
の
流
出
に
よ
る
人

口
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

「
第
３
次
片
品
村
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」

に
お
い
て
、
村
中
心
地
に
交
流
連
携
拠
点
エ

リ
ア
「
尾
瀬
の
郷
駅
」
の
整
備
構
想
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

村
民
の
約
４
分
の
１
に
あ
た
る
１
、
２
０

０
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、
特
に
農
産
物

直
売
所
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
整
備
な
ど
を
求
め

る
声
が
多
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
有

識
者
や
多
く
の
村
民
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね

て
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
、「
道
の
駅
尾
瀬

か
た
し
な
」
が
平
成
30
年
７
月
21
日
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

村
内
産
の
高
原
野
菜
や
加
工
食
品
、
工
芸

品
、
土
産
品
な
ど
を
取
り
扱
う
農
産
物
直
売

所
「
か
た
し
な
屋
」
で
は
、
昼
夜
の
寒
暖
差

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
質
の
高
い
高
原
野

菜
が
人
気
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
特
に
お
す

す
め
で
す
。

「
か
た
し
な
食
堂
」
で
は
、
片
品
村
で
つ

め
っ
こ
（
す
い
と
ん
）
や
、
た
ら
し
焼
き
、

お
や
き
や
う
ど
ん
な
ど
の
コ
ナ
モ
ノ
料
理
が

根
付
い
て
い
る
こ
と
や
、
村
内
の
水
が
平
成

の
名
水
百
選
に
選
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
自
家
製
麺
の
「
尾
瀬
名
水
う
ど
ん
」

を
提
供
し
て
い
る
ほ
か
、
村
内
の
珍
し
い
ダ

▲道の駅｢尾瀬かたしな｣空撮

▲尾瀬名水うどん

▲『尾瀬ブランドマーク』
尾瀬の代表花であるミズバ
ショウをモチーフにしてお
り、尾瀬ブランドの『Ｏ』、
ブランドの『Ｂ』をイメー
ジしています。

9　2022年（令和 4年） 5月23日
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ム
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た「
丸
沼
ダ
ム
カ
レ
ー
」

な
ど
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
に
例
を
見
な
い
取
組
と
し
て
、

村
民
が
週
替
わ
り
で
料
理
を
提
供
す
る
「
村

民
キ
ッ
チ
ン
」
が
あ
り
、
キ
ノ
コ
や
山
菜
を

活
か
し
た
定
食
や
、
片
品
産
ト
マ
ト
な
ど
を

活
か
し
た
石
窯
焼
き
ピ
ザ
を
提
供
す
る
な

ど
、
訪
れ
る
毎
に
違
っ
た
片
品
な
ら
で
は
の

味
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

天
然
温
泉
を
使
っ
た
足
湯
が
あ
り
、
尾
瀬

ア
ヤ
メ
平
な
ど
の
稜
線
を
眺
め
な
が
ら
の
ん

び
り
と
浸
か
れ
ば
日
々
の
疲
れ
を
癒
す
こ
と

が
で
き
る
と
お
客
様
に
大
好
評
で
す
。

最
近
は
ワ
ン
ち
ゃ
ん
連
れ
の
お
客
様
も
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
増
設
し

た
ほ
か
、
廃
校
か
ら
ピ
ア
ノ
を
移
設
し
て
ス

ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
と
し
て
設
置
し
、
冬
季
は

豪
雪
を
活
か
し
て
雪
の
滑
り
台
や
か
ま
く
ら

を
整
備
す
る
な
ど
、
村
と
運
営
会
社
が
一
致

協
力
し
て
、
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
魅
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

６ 

む
ら
づ
く
り

近
年
少
子
高
齢
化
が
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、他
項
で
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、

過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
片
品
村
に
と
っ
て
も

人
口
減
少
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
観
光
人
口
の
減
少
も
あ
り
ま
す
が
、
今

ま
で
村
の
観
光
資
源
は
、
多
く
の
住
民
の
方

の
協
力
に
よ
り
、
守
り
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
以
上
の
人
口
減
少
は
、
今

ま
で
当
た
り
前
に
あ
っ
た
資
源
の
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
人
口
の
減
少

を
止
め
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。観

光
資
源
を
持
続
可
能
に
す
る
た
め
に
は

何
が
必
要
か
、
ま
た
、
い
つ
ま
で
に
ど
ん
な

こ
と
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
な
ど

を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

片
品
村
に
は
魅
力
あ
る
観
光
資
源
が
豊
富

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
資
源
を
も
う
１
度
見
直

し
、
磨
き
上
げ
る
こ
と
。
１
つ
で
は
目
立
た

な
い
も
の
で
も
他
の
も
の
と
結
び
つ
け
れ
ば

大
き
な
輝
き
が
あ
る
も
の
に
変
わ
る
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
生
活
様
式
の

変
化
に
よ
っ
て
来
訪
者
の
ニ
ー
ズ
が
更
に
多

様
化
し
、
今
ま
で
以
上
に
自
然
環
境
の
多
い

地
域
へ
の
関
心
が
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。首

都
圏
か
ら
2
時
間
あ
ま
り
と
い
う
立
地

条
件
を
活
か
し
て
、
高
地
の
魅
力
で
あ
る
高

原
野
菜
と
観
光
と
の
連
携
を
促
進
し
、
さ
ら

に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
社
会
に
対
応

し
た
観
光
地
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時
で
は
あ
り
ま
す

が
、な
ん
と
し
て
も
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
、

ま
い
た
種
が
や
が
て
成
長
し
、実
と
な
っ
て
、

綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
ら
れ
る
よ
う
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
村
一
丸
と
な
り
頑
張
り

ま
す
。
ぜ
ひ
１
度
、
片
品
村
へ
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
来
村
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

片
品
村　

む
ら
づ
く
り
観
光
課

このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容については
取扱代理店（千里）までお問い合わせください。 ※この車両共済（保険）をご契約いただける方は、全国町村職員

　生活協同組合の自動車共済に加入されている方に限ります。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

SJ21-00628（2021.4.19作成）

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

この車両共済（保険）は、町村生協の自動車
共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの
補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗
難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-7325
0120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前9時30分～午後5時）

FAX
TEL株式会社　千 里（取扱代理店）

〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

町村生協の自動車共済にご加入の皆さまなら！
●無事故による割引で新規から （保険料）割引％43

・ ご加入を希望するお車が町村生協の自動車共済で過去3年
        無事故の場合は、ノンフリート等級9等級からスタートします。 ・保険料分割払をご利用の場合は上記の集団扱年一括払の5%割引の適用はありません。

●集団扱年一括払による割引でさらに ％割引5
保険料分割払(12回）も選択可能です。

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
（一般自動車保険の車両保険）
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「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
は
、
森
林
空
間
が

生
み
出
す
恵
み
を
活
用
し
た
「
健
康
」「
観
光
」

「
教
育
」
等
に
関
わ
る
サ
ー
ビ
ス
を
、
地
域
内

で
複
合
的
に
生
み
出
す
産
業
で
す
。

人
口
減
少
社
会
や
人
生
一
〇
〇
年
時
代
を
迎

え
る
中
、「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
は
「
林
業

の
成
長
産
業
化
」
と
と
も
に
山
村
地
域
に
雇
用

と
収
入
機
会
を
生
み
出
す
こ
と
で
、山
村
振
興
・

地
方
創
生
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
検
討
委
員
会
で
は
、

「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
推
進
に
向
け
、
企

業
の
健
康
経
営
や
従
業
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
・
健
康
づ
く
り
に
貢
献
す
る
た
め
に
求
め

ら
れ
る
エ
ビ
デ
ン
ス
取
得
手
法
等
や
、
地
域
に

お
け
る
推
進
方
策
等
が
整
理
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
う
し
た
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
山

村
地
域
に
お
い
て
「
関
係
人
口
」
の
創
出
や
、

山
村
の
新
た
な
価
値
の
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
詳
し
く
は
、
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

https://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
sanson/kassei/sangyou.htm

ⅠⅠ    『「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
推
進
地
域
』

『「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
推
進
地
域
』  

登
録
の
募
集

登
録
の
募
集

地
域
内
外
の
民
間
事
業
者
等
と
連
携
し
て
、

新
た
な
「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
創
出
を
目

指
す
意
欲
の
あ
る
農
山
村
地
域
を『「
森
林
サ
ー

ビ
ス
産
業
」
推
進
地
域
』（
以
下
、
推
進
地
域

と
い
う
）
と
し
て
登
録
し
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

や
「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
創
出
に
関
心
の

あ
る
産
官
学
民
が
参
集
し
て
い
る
「Forest 

S
tyle

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
事
務
局
：
林
野
庁
）

の
会
合
等
で
紹
介
す
る
こ
と
で
、
民
間
事
業
者

と
マ
ッ
チ
ン
グ
を
促
進
し
ま
す
。

１１　

推
進
地
域
登
録
の
メ
リ
ッ
ト

　

推
進
地
域
登
録
の
メ
リ
ッ
ト

① 

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等
で
の
紹
介

②  「Forest S
tyle

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
会
合
で

の
紹
介
・
マ
ッ
チ
ン
グ

③  「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
基
本
的
な
考
え

方
や
先
行
事
例
等
に
つ
い
て
の
研
修
に
参
加

２２　

登
録
方
法

　

登
録
方
法

⑴
公
募
要
領
・
申
請
様
式

左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
覧
下
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.g

reen
.o

r.jp
/to

p
ics/

fs2022/

⑵
募
集
期
限

【
第
１
弾
登
録
】
令
和
４
年
６
月
10
日
ま
で

ⅡⅡ    『
モ
デ
ル
地
域
・
準
モ
デ
ル
地
域
』

『
モ
デ
ル
地
域
・
準
モ
デ
ル
地
域
』

の
募
集
（
健
康
経
営
分
野
）

の
募
集
（
健
康
経
営
分
野
）

近
年
「
働
き
方
改
革
」
等
に
対
応
す
る
人
々

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
、
心
身
の
健
康

づ
く
り
の
場
と
し
て
森
林
空
間
を
利
用
し
よ
う

と
い
う
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
令
和
２
・
３
年
度
に
は
、
企
業
の

健
康
経
営
に
着
目
し
、
よ
り
具
体
的
に
「
森
林

サ
ー
ビ
ス
産
業
」を
創
出
し
て
い
く
た
め
、『「
森

林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
モ
デ
ル
地
域
等
』
を
公
募

し
、
計
23
地
域
で
モ
デ
ル
事
業
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。

今
年
度
も
引
き
続
き
、「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産

業
」
の
事
業
ス
キ
ー
ム
の
創
出
に
取
り
組
む
地

域
を
「
モ
デ
ル
地
域
」「
準
モ
デ
ル
地
域
」
と

し
て
選
定
し
、各
地
域
が
抱
え
る
課
題
解
決
と
、

地
域
に
応
じ
た
モ
デ
ル
手
法
を
開
発
す
る
取
組

を
支
援
し
ま
す
。

１１　

募
集
す
る
地
域
と
支
援
内
容

　

募
集
す
る
地
域
と
支
援
内
容

●
モ
デ
ル
地
域
（
事
業
化
段
階
）
３
団
体
程
度

新
た
な
「
モ
デ
ル
手
法
」
開
発
、「
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
」
開
催
、「
エ
ビ
デ
ン
ス
」
取
得
・
集
積
・

活
用
、「
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
開
催
等
を

支
援
し
ま
す
。（
助
成
額
：
３
団
体
総
額
で
４

５
０
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
）

●
準
モ
デ
ル
地
域
（
準
備
段
階
）
３
～
５
団
体

地
域
で
の
「
課
題
解
決
型
研
修
会
」
の
開
催

を
支
援
し
ま
す
。（
講
師
の
派
遣
等
、
予
算
の

範
囲
で
実
施
し
ま
す
）

な
お
、
モ
デ
ル
地
域
、
準
モ
デ
ル
地
域
に
は
、

共
通
で
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修
」
を

実
施
し
ま
す
。 

＊ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の

状
況
に
よ
り
、
開
催
時
期
の
変
更
や
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
開
催
等
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

＊ 

モ
デ
ル
地
域
・
準
モ
デ
ル
地
域
へ
の
応
募
に
は
、

推
進
地
域
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

２２　

支
援
対
象
期
間

　

支
援
対
象
期
間

令
和
５
年
２
月
末
ま
で

３３　

申
請
方
法

　

申
請
方
法

⑴
公
募
要
領
・
申
請
様
式

「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
モ
デ
ル
地
域
等
（
健

康
経
営
分
野
）
創
出
支
援
事
業　

特
設
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ

い
。

h
ttp

://w
w

w
.g

reen
.o

r.jp
/to

p
ics/

fs2022/

⑵
募
集
期
限

令
和
４
年
６
月
10
日
ま
で

◇
問
合
せ
先

 

公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進
機
構　

政
策
企
画
部

電
話　

０
３

－

３
２
６
２

－

３
８
８
３　

E-m
ail　

foreststyle@
green.or.jp

「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
推
進
地
域
及
び

「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
推
進
地
域
及
び

「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
モ
デ
ル
地
域
等
を
募
集
し
ま
す
！

「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
モ
デ
ル
地
域
等
を
募
集
し
ま
す
！

��

募
集
期
限
：
令
和

募
集
期
限
：
令
和
４４
年年
６６
月月
1010
日
ま
で

日
ま
で
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随　想

町 村 週 報（第三種郵便物認可）第3200号

財
団
法
人
ひ
し
の
み
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
は
、
町
民
・
事
業
所
・
町
が
連
携
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人

材
を
育
成
す
る
目
的
で
、
平
成
2
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
運
営
は
ふ
る
さ
と
創
生

基
金
か
ら
町
が
5
千
万
円
出
資
し
、
そ
の

運
用
益
と
町
民
会
員
や
事
業
所
会
員
の
賛

助
会
費
、町
の
補
助
金
が
当
て
ら
れ
ま
す
。

原
則
2
か
月
間
一
人
旅
を
条
件
に
研
修
生

を
募
集
し
、
研
修
計
画
や
目
的
が
適
切
で

あ
る
場
合
は
、
１
０
０
万
円
を
上
限
に
交

通
費
や
滞
在
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
現
在

ま
で
約
60
名
の
研
修
生
が
世
界
各
地
で
研

修
を
行
い
、
町
内
外
で
国
際
感
覚
を
持
っ

た
人
材
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
私
も

平
成
3
年
に
ド
イ
ツ
を
中
心
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
を
１
人
で
廻
り
、
ド
イ
ツ
や
周
辺

国
の
ま
ち
づ
く
り
や
人
々
の
暮
ら
し
、
価

値
観
を
直
接
肌
で
感
じ
て
、
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
帰
国
し
た
研
修
生
の

１
人
で
す
。
そ
の
経
験
が
行
政
職
員
と
し

て
の
そ
の
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
源
と
な

り
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
る
先

進
的
な
環
境
施
策
の
数
々
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ひ
し
の
み
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
動

＝
町
民
・
事
業
所
・
町
の
協
働
に
よ
る
人

材
育
成
の
仕
組
み
は
、
大
木
町
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
象
徴
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
大
木
町
は
、
人
口
約
１
万
４
、

０
０
０
人
、
面
積
18
・
44
㎢
、
筑
後
平
野

の
中
心
部
に
位
置
し
、
キ
ノ
コ
や
苺
、
ア

ス
パ
ラ
生
産
な
ど
農
業
が
盛
ん
で
、
掘
割

が
町
の
面
積
の
14
％
を
占
め
る
自
然
豊
か

な
町
で
す
。
合
併
を
選
択
し
な
か
っ
た
コ

ン
パ
ク
ト
な
町
の
サ
イ
ズ
は
、
住
民
と
行

政
の
距
離
が
近
く
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
う
え
で
最
適
な
条
件
で
あ
り
、

そ
れ
は
大
木
町
の
強
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
全
国
町
村
会
１
０
０
周
年
記
念
大
会

の
講
演
で
、
東
京
大
学
大
森
彌
名
誉
教
授

が
「
町
村
の
小
さ
い
こ
と
に
大
き
な
意

味
が
あ
る
＝
ス
モ
ー
ル
・
イ
ズ
・
ビ
ュ
ー

テ
ィ
フ
ル
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
と
て
も

印
象
的
で
、
小
さ
い
町
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
こ
と
、
そ
れ
は
こ
れ
か
ら
の
リ
ス
ク
社

会
に
対
す
る
最
も
効
果
的
な
備
え
に
な
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
憲
法
第
92
条
で
謳
わ
れ
て

い
る
地
方
自
治
の
本
旨
に
お
い
て
地
方
自

治
の
在
り
方
は
「
団
体
自
治
」
と
「
住
民

自
治
」
の
2
つ
の
要
素
か
ら
成
立
し
、
こ

れ
ら
は
し
ば
し
ば
「
車
の
両
輪
」
と
し
て

例
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
方
自

治
の
発
展
に
と
っ
て
、
特
に
住
民
自
治
は

（
住
民
の
意
思
と
責
任
に
基
づ
い
て
行
政

を
行
う
原
則
の
こ
と
）
そ
の
成
熟
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
大
木
町
が
進
め
て
き
た
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
は
、
住
民
を
巻
き
込
ん
で
さ
ま
ざ

ま
な
取
組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
地
方

自
治
の
本
旨
に
則
っ
た
住
民
の
意
思
と
責

任
が
反
映
さ
れ
て
き
た
の
か
、
少
し
自
信

の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
よ
り
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め

に
は
、
住
民
や
地
域
が
自
立
し
、
行
政
と

対
等
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
町
内
の

行
政
区
（
主
に
集
落
単
位
）
に
お
け
る
自

治
会
の
設
立
が
不
可
欠
だ
と
判
断
し
ま
し

た
。
現
在
は
行
政
区
長
制
度
に
よ
り
町
の

補
助
的
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
円
滑
な
行
政
運
営
を
目
的
に
し
た
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
行
政
目
線
の
地
域
制
度
で

あ
り
、
地
域
住
民
の
間
に
明
確
な
自
治
意

識
を
育
て
る
も
の
と
は
ほ
ど
遠
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
一
方
で
、祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
、

防
犯
・
防
災
活
動
な
ど
の
地
域
活
動
は
、

全
体
と
し
て
衰
退
し
て
き
て
お
り
、
地
域

の
絆
が
希
薄
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
人
口

減
少
や
高
齢
化
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ

る
災
害
の
頻
発
な
ど
深
刻
さ
を
増
す
地
域

課
題
に
対
す
る
最
大
の
備
え
は
地
域
の
絆

で
あ
り
、
地
域
住
民
が
日
常
的
に
協
力
し

助
け
合
う
共
助
社
会
を
作
る
こ
と
、
そ
の

た
め
に
は
地
域
自
治
活
動
の
活
性
化
が
不

可
欠
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
の
町
長
と

し
て
の
最
大
の
役
割
は
、
地
方
自
治
の
本

旨
に
則
っ
た
、
持
続
可
能
な
町
の
イ
メ
ー

ジ
を
具
体
的
に
掲
げ
町
民
と
共
有
す
る
こ

と
。
町
の
細
胞
で
あ
る
自
治
会
・
校
区
単

位
で
地
域
自
治
を
担
う
校
区
自
治
組
織
・

行
政
の
発
展
的
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
指
す
姿
で
あ
り
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

随  想

　境
さかい

　　 公
きみ

雄
お

福岡県大
おお

木
き

町長　

住民自治と
協働のまちづくり
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